
医療法⼈さわらび会 福祉村病院 

① 施設基準・届出加算⼀覧 

加算名 患者向け説明⽂（掲載案） 備考 

【基本診療料】   

療養病棟⼊院基本料 当院では療養病棟において適切な療養環

境のもと、⼊院医療を提供しています。 

 

療養病棟療養環境加算 1・2 療養環境の整備に継続的に取り組み、快

適な⼊院療養環境を提供しています。 

 

総合評価加算 ⼊院患者さまの状態を多職種で総合的に

評価し、より適切なケアを提供していま

す。 

 

⼊退院⽀援加算 退院後の⽣活を⾒据えた⽀援を⼊院早期

から⾏い、円滑な在宅復帰をサポートし

ます。 

 

認知症ケア加算 認知症の患者さまに対して専⾨的なケア

を提供する体制を整えています。 

 

摂⾷機能療法 ⾷べる機能（嚥下機能）の回復・維持に

向けた専⾨的なリハビリを⾏っていま

す。 

 

地域包括ケア病棟⼊院料 急性期後の患者さまの在宅・施設への移

⾏を⽀援する病棟です。 

 

看護補助配置加算（地域包括

ケア病棟） 

看護補助者を適切に配置し、看護師と連

携した療養⽀援を⾏っています。 

 

【基本診療料掲載場所】   

がん性疼痛緩和指導管理料 がんの痛みに対する緩和ケアを専⾨的に

⾏っています。 

 

脳⾎管疾患等リハビリテーシ

ョン料（Ⅰ） 

脳卒中などによる後遺症に対して、専⾨

スタッフによる⾼度なリハビリを提供し

ています。 

 



運動器リハビリテーション料

（Ⅰ） 

⾻折・関節疾患などの運動器障害に対し

て、専⾨的なリハビリを⾏っています。 

 

廃⽤症候群リハビリテーショ

ン料（Ⅰ） 

治療安静等で⽣じた廃⽤症候群に対し

て、リハビリを実施いたします。 

 

集団コミュニケーション療法

料 

⾔語・コミュニケーション機能の回復を

⽬的とした集団療法を実施しています。 

 

CT 撮影及び MRI 撮影 院内にて CT・MRI 検査が可能な体制を

整えています。 

 

神経学的検査 神経系の専⾨的な検査を実施していま

す。 

 

摂⾷嚥下機能回復体制加算 3 嚥下機能の回復に向けた専⾨チームによ

る包括的なリハビリ体制を整えていま

す。 

 

感染対策向上加算 3（連携強

化・サーベイランス強化加

算） 

地域の医療機関と連携し、感染対策の強

化・情報共有に取り組んでいます。 

 

データ提出加算 診療データを適切に提出し、医療の質向

上に貢献しています。 

 

診療録管理体制加算 3 診療録の適切な管理体制を整えていま

す。 

 

⼊退院⽀援加算 2 退院⽀援を専⾨に担う職員が、退院後の

⽣活環境の整備をサポートします。 

 

 

 

 

 



② 明細書発⾏体制 

掲載内容 当院では、医療費の内訳を記載した明細書を無料で発⾏しています。明細

書の発⾏を希望されない場合は、受付窓⼝にてその旨をお申し出くださ

い。 

③ 保険外負担（⾃費）⼀覧 
当院で⾃費徴収している費⽤の⼀覧です。⽂書料・⼊院関連費⽤・洗濯代・おむつ類・外来関連費⽤を掲載

します。 

※⾦額はすべて税込です。 

⽂書料 

区分 ⽂書名 料⾦（税込） 備考 

診断書 標準診断書 3,300円 福祉村病院標準⽤紙 

特別診断書① 8,800円 ⾝体障害・その他リハビリ

計測等が必要なもの 

特別診断書② 5,500円 特定疾患・精神障害・年

⾦・成年後⾒⼈・保険会社

等 

施設⼊所⽤診断書 3,300円 別途検査料 

死亡診断書 8,800円 初回 2通／3通⽬から

3,300円 

検案書 死体検案書 11,000円 初回 2通／3通⽬から

3,300円 

証明書 ⼊院証明書 3,300円 福祉村病院標準⽤紙 

証明書（医師による） 5,500円 ⼊院・通院証明書等 

証明書（簡易なもの） 1,100円 おむつ使⽤証明書・医療補

助⾦請求書等 

領収証明書 1,100円 領収書の再発⾏ 

その他 医療費明細書 550円 医療費明細書の再発⾏ 



⼊院関連費⽤・規定回数超リハビリ 

項⽬ 料⾦（税込） 備考 

⽇⽤品費 55円／⽇  

教養娯楽費（実費相当額） 55〜330円／回  

おやつ代 55〜220円／回  

散髪代 1,100円  

顔剃り 550円  

病院貸出⾐類 55円／枚  

付き添い寝具（3泊まで） 550円／⽇  

付き添い寝具（4 泊から） 110円／⽇  

規定回数超（脳⾎管疾患等リハビ

リ） 

2,450円／回 保険適⽤回数を超えた場合の⾃費リハビリ 

規定回数超（廃⽤リハビリ） 1,800円／回  

規定回数超（運動器リハビリ） 1,850円／回  

洗濯代 

洗濯品⽬ 料⾦（税込）  

上着 220円  

ズボン 220円  

肌着 154円  

パンツ 66円  

靴下 44円  

寝巻 352 円  

タオル 44円  

バスタオル 132 円  

タオルケット 385円  

重量⾐ 627円  



病棟洗濯（機械） 66円  

病棟洗濯（⼿洗い） 110円  

靴 220 円  

おむつ類 

おむつ類 料⾦（税込） 備考 

布おむつ 286円  

尿取りパッド（⼩） 66円  

尿取りパッド（1） 88円  

尿取りパッド（2） 110円  

尿取りパッド（3） 165円  

尿取りパッド（4） 121 円  

紙オムツ・紙パンツ（⼩） 220円  

紙オムツ・紙パンツ（中） 242 円  

紙オムツ・紙パンツ（⼤） 264円  

紙オムツ（⼩） 198円  

紙パンツ（1） 275円  

紙パンツ（2） 176円  

外来関連費⽤ 

項⽬ 料⾦（税込） 備考 

Freestyleリブレ２センサー  １個 ￥7,000 

（14 ⽇分） 

間歇スキャン式持続⾎糖測定器の使⽤(診療

報酬の算定⽅法に掲げる療養としての使⽤

を除く。)における選定療養（⾃費診療）。 

Freestyleリブレ２センサー  2個 ￥14,000  

Freestyleリブレ２リーダー １台 ￥8,000 スマートフォンをお持ちの場合は専⽤アプ

リでも代⽤できます。 



 

④ 医療 DX・オンライン資格確認 

オンライン資格確認 当院はオンライン資格確認を⾏う体制を有しています。 

診療情報の活⽤ マイナンバーカードを通じて取得した受診歴・薬剤情報・特定健診情報等

を活⽤し、より質の⾼い診療を⾏っています。 

⑤ 後発医薬品（ジェネリック）・⼀般名処⽅及び⻑期収載品の選

定療養費について 

後発医薬品（ジェネリ

ック）の使⽤推進 

当院では後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使⽤に積極的に取り組んで

います。 

医薬品の供給が不⾜した際には、処⽅変更等の適切な対応ができる体制を

整えています。 

供給不⾜の場合、投与薬剤が変更になる可能性があります。その際は患者

さまへ⼗分にご説明いたします。 

⼀般名処⽅について 後発医薬品がある薬について、商品名ではなく成分名（⼀般名）で処⽅す

る場合があります。 

⻑期収載品の選定療養

費について 

 

＜⻑期収載品の選定療養費とは＞ 

⻑期収載品の選定療養費とは令和 6 年の診療報酬改定により、令和 6 年

10⽉ 1⽇から導⼊された制度で、患者さんが後発医薬品（ジェネリック

医薬品）のある先発医薬品（⻑期収載品）を選択した場合に、その差額の

2分の 1（令和 8 年 6⽉ 1⽇から）を⾃⼰負担していただく制度です。 

※令和 8 年 6⽉ 1⽇より、差額の 2分の 1 の⾃⼰負担が正式に適⽤され

ています。 

患者さんが⻑期収載品を希望された際は、選定療養費として⾃⼰負担が発

⽣します。 

 ＜対象となる医薬品＞ 

後発医薬品が市販されて 5 年以上経過した⻑期収載品、または後発医薬品

への置換率が 50％以上を超える⻑期収載品で、外来患者さんが対象となり

ます。（※在宅注射薬剤も対象となります。） 

＜対象外となる場合＞ 

・医師が医療上の必要性があると判断した場合 



・後発医薬品の提供が困難な場合 

・バイオ医薬品 

・⼊院患者 

 ＜負担⾦額＞ 

⻑期収載品（先発医薬品）の薬価と、後発医薬品で⼀番⾼い薬価の価格差

から 2分の 1 を選定療養費としてお⽀払い頂きます。 

※選定療養費には消費税もかかります 

⑥ ⼊院時⾷事療養・⽣活療養 
 

⼊院時⾷事療養（Ⅰ）

および⼊院時⽣活療養

（Ⅰ） 

当院では⼊院時⾷事療養（Ⅰ）および⼊院時⽣活療養（Ⅰ）の届け出を⾏

っており、管理栄養⼠によって管理された⾷事を適時（⼣⾷については午

後 6時以降）、適温で提供しています。 

 

⑦ 令和 8 年（2026 年）6 ⽉改定対応事項 
 

令和 8 年 6 ⽉ 1 ⽇施⾏ 診療報酬改定による主な変更・追加事項 

ベースアップ評価料（賃上げ

対応） 

令和 8 年 6⽉改定により、医療従事者（看護師・リハビリスタッ

フ・介護⼠等）の賃上げを⽬的とした「ベースアップ評価料」が⼤

幅に引き上げられました。当院では対象職員の処遇改善に継続的に

取り組んでいます。 

物価対応料（新設） 光熱費・医療材料費等の物価⾼騰に対応するため、「物価対応料」

が新設されました。⼊院基本料（療養病棟⼊院料を含む）の点数が

引き上げられ、医療機関の安定的な運営を⽀援する仕組みが整備さ

れました。 

 


